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論   文   の   要   旨 
 
審査対象論文は、多様な土地被覆条件を有する山地流域における土砂流出において支配的な素過程を、農地







































審   査   の   要   旨 
 
 土壌侵食は、特に農地における土壌流亡、またその結果としての河川氾濫、土砂災害など、世界中で多くの
問題を引き起こしており、農地における土壌侵食の定量的な評価や将来予測手法について数多くの研究がなさ
れ、各種PBM（Process-Based Model）の開発が進み多くの適用事例が報告されている。しかしながら、山地流
域への適用例は極めて少ない。 
審査対象論文は、PBMの一つであり素過程の表現が物理モデルに基づくGeoWEPPモデルの山地流域への適用を
試みたもので、土壌侵食（PBM）モデルを山地流域に適用するためには、斜面部における水文過程の再現性を
担保したうえで、河道部における土砂の貯留量と、それが流域内に分配されるまでの計算期間を適切に考慮す
る必要があることを明らかにしている。感度分析の結果から山地流域の水・土砂動態において支配的なプロセ
スを明確に抽出し、流域のスケール効果の検討から、河道貯留量の寄与に関する検証も行なわれている。また、
従来、農地のように面的な表面侵食が卓越するNon-point Sourceと呼ばれる侵食の評価が中心であったのに対
し、斜面崩壊など局所的なPoint Sourceと呼ばれる侵食が卓越する場合でも、計算領域を拡大し河道調節量を
考慮することで土砂流出を評価・予測することができることを示している。これらの成果は、学術的な独創性、
新規性に富むものであり、実務的にも、今後の山地流域への土壌侵食PBMモデルのさらなる開発、適用促進に
寄与するものと考えられる。以上から、本論文は高い学術的価値を有し、博士論文としてふさわしい内容と判
断される。 
平成30年1月19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
